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自分 様



何かを感じていたいという馬鹿げた戯言を放ち
飯の種にも生活の糧にも心の拠り所にもならぬことを考え
人間の社会から逃げやがって

幻覚の高みがあたかも己の心に在るが如くに見紛い
転落を誤魔化す為に自らの意志で足を切断したのだ
虚栄心だらけの傲慢さは賤しくて貧しく哀れだろう
お前は分不相応に内側を高望みしすぎているのだ
然しながらお前はいつも外側に追いやられている


本当はそのことを知っていたんじゃないのか？
光に満ちた夢を忘れて曖昧になり
惨めさの中で人間らしく過ごせば
それなりな人生で救われるというものだ

















だがお前はまだ飛ぼうとしている

「わたしは」という言葉の毒を口に含んでは叫び続け
無くした脚を途方もない空白へ踏み出すつもりなのだ


　　　　　　　　　　　　　　　　　　懲りないね
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忘却（私＋境界）



人間的な人間になりたかったけれど
無理なので何にもならないことにしました

存在が欲しかったけれど
もともと無いものは生まれ得ませんでした

諦めや怒りや狂気すら手も足も出ません
私にはその全てが足りないようです

植物にも成れず
動物にも成れず
虫類にも成れず
物質にも機械にも
ましてや人間にすら成れぬ私は
生と死が自らの手で境界を消しました

もはや漂うしかありません
何もなかった その先にも何もないのでしょうか
戻ろうにも来た道は遥か先にあります
進む先から色が奪われていきます

心臓を吐き出してしまえるのなら
さぞかし幻想的でありましょう











この部屋、逃避の夢



排気ガスと砂煙まみれの街
落日の中に浮かぶ大地を眺めて
日はまた終わりに向かい
車は夕闇へと走っていく

歩いてきた場所は地平へ流れて
蜃気楼の中で遠くなる街の姿を
美しく変えていく
いつか人は人々に
強さを振り返らせる
いったい何を見てきたのだろう

丘陵の頂点は空に押されて平らになり
太陽が憎しみと共に鎮まっていく
いつか記憶になったときに
その身の許しを思うだろう

いかなる灯火も蛍のように
曙の空から見下ろす都市は
紫に輝く光を待つのだろう
短い眠りから覚めたときに
また別の街が見えるはずだ





裸で放浪している純粋な心が休めるように
この部屋はいつでも空けてあるよ

静かで穏やかな風が通るように
この部屋の窓は少し開けておくから

君が時間を自由に飾れるように
簡素で素朴な部屋にしてあるんだ

もしもこの部屋で休んでいくのなら
布を纏って少しだけでも微睡むといい

覚悟の気の向くまま旅立てるように
寝転んで他愛も無い話をしようよ

舞い上がるほこりが見えるくらい
差し込んだ光が満ちたときには

君と旅に出てみようかな



平面に対して無造作に貼り付く視界

中央分離帯に植えられた青々しく繁る背丈ほどの樹
落ちる影は１秒ごとに葉の方向を整え揺らぎ続ける
歩みを進めることに疲れた表情が訪れたあなたの顔
零れるたびに足枷となって精神を搾取していく涙が
「もう何もしたくないんだ」と言うための口を穿つ


休息した場所に残される過去の景色

積み上げられた小石と
散乱した大粒の砂利に
かつてと同じような夜が到来し
安眠するための枕を探している
いつかは枯れてしまう泉に湧く
清らかな憂いの水で口を濡らし
朝露の乾かぬ草花を切り取って
痩せ細った醜い体を拭いながら
見知らぬ夜に過ぎ往きた足跡を見つけては
宇宙の落下に耐え抜いた曙へと歩いていく



多孔質な岩石が転がる奇怪な谷

胸苦しい不協和音を発している知識は
経験の緩やかな衝撃に磨り減らされて
理解が手を触れる時の谺を拒んでいる
谷底からは噎せ返る程の強烈な悪臭と
鈍い風に舞い上った意味を整列させて

「１番、２番・・・」と口癖になった点呼をとっている





死の認識に停滞した朧げな双眸は
互いを圧殺し合いたいと待ち望む
存在の無常と虚無を武器に見立て
希求の殺陣が全体像へ及んでいく


はぐれゆくあなたには　どうか悟らせないでいてほしい








二足獣の焼死体





花はそのように咲いている
老い逝き来たる日々のもと
花はまたそのように咲いた


遠くに去った太陽の遺り火を
絶やしはしまいと心するのは
悲しさが降る少しまえのこと


アオツバメの羽が煙霧を振りはらい
何兆もの吐息は維管束の細糸を弾く
切り裂かれた橡色の空に小夜の粉糠雨
地面に黙した鉛色の気泡を潰していく
散逸する刺激毛に纏わりつく水の細粒は美しい金色
不安定な存在がいつしか素粒子へと零れ落ちていく





心の揺らぎはときに恍惚と許しを感じ
感覚の蠢きはときに絶望と憎悪を感じ
世界の言葉はやがて静寂し虚無を感じ
同じものの繰り返す経験の限界を得た


取り残された風の切れ端と太陽たちの追憶に対して
力を欠いた重さに磔にされる心が焼かれた痕を知る
死は死によって偽られて爪で剥がされたその右手を
経験が経験に成る寸前に引きずり廻して連れ去った


自然が自然になる前のかたち
感覚と感覚の隙間に落ちた光
縦軸へ進みつづける石壁の外層に描かれた万象へ
無碍なる交差路が八の字結びの苔の塔を編み込む
厳かに広がる残骸は認識から時間と空間を逃がす
変化への確信が永遠の元に展開を変化し還帰する


満を持す空無を息衝き来たるのは
生きていると思い込んでいた人間
真っ黒な影を擦り付けるように二足獣と逢い契る

焼け爛れた樹林に髄液の霧を撒く
生きていると思い込んでいた人間
理解の赤潮の海は言葉に濡れて二足獣と逢い契る

犠牲無しにはなにもかも獲られぬ
生きていると思い込んでいた人間
太陽は黒風に喘ぐ地を愛撫して二足獣と逢い契り
白昼の悪意に哀れな死を忘れ去る

あらゆるものが踏み固める
違う世界は遠くへいった
交わり輝いて踊りつづける
生き物たちは先へいった

虚空を彷徨う滲んだ涙を引き延ばし
砂漠を伝う思考の波間を泳ぎながら
精神は血の大河にその肉体を投げる












獣、弔い





醜さに染まった身体を洗い流すために
彼女は儀式を行うことにした
感じることができる人間らしい苦しさの奥には何もなかった
表すことのできる人間らしい悲しみの奥にさえ何もなかった
数えることに飽きた言葉をまた発するしかない日々
その言葉を耳にした憂鬱は辟易して何処かへ去ってしまう
だが彼女にはその荒唐無稽さを救いとする貪婪さがあった
言葉の尾が消えてしまう前に
急いで続きの言葉を紡ごう













騙し合う感覚と思考を犯して弄ぶ
彼女の世界の中にある限られた真実は
認識に至らぬ幼子のままで
自然が与える恍惚と無常の幸福を理解していた
あらゆる愛を盲信した狭い心は
惨たらしく自身に縛り上げられる
幾多の無理解が死化粧の人間たちを引き連れて
その一歩ごとに厖大な塵や埃を撒き散らす
積み上がった排泄物が生む発酵の薫りが
さらに人間を呼び寄せていた
臓物へ傾れ込む吐気をもたらされた心身は
老化を辿らぬ不自然な時の作用に絡まれて
原型を失っていった





星の綺麗な生温かく透き通った夜
密かな水の中で虚ろな運命に擬態した死が
彼女の目の前を優雅に泳ぐ
美しさは刻まれる時間を引き留めていた
涙が悲しく見えるように慟哭へと強いる
曝されてしまった感情に対して
残酷な嘘を臆面もなく吐瀉する
死の手に惹かれていく存在が
彼女でなかったという安堵
理解しえない死の根底的な空虚に投影されたのは
彼女の想像した彼女自身の顔と表皮
脳から外れた脊髄は壁に反射した偽りの表情に
柔らかく浸透して打ち砕かれた













不可視の黒い靄が充満する底知れぬ穴
手を取り引き上げてほしいと懇願する涙は左眼から溢れる
出生を知らせずにかつての愛から産まれた憎悪
嬰児は命を絶やさぬように母体の臓物を喰い荒らす
腹を抉られる不快感に視界が滲んでいく
胃を蝕まれた彼女の四肢はあまりにも脆く弱々しく
支えきれぬ身体の重さに従って一層深い場所へ下る
時間の圧迫は有無を言わさずに
肉体の反応を飼い馴らしていく
視線を反らしてようやく映る視界の端に呆然と佇む自身の姿
彼女はその切れ端を記憶に焼いた
忘却の中で空虚だけが幽かな光を放ち溶けて消えていく
沈む暗闇を幻に過ぎぬものとするため
彼女は自身の過去と臓物を擲つだろう





恍惚の妄想に隠されていた無関心の蔓延る大地で
瑞々しい枯れ姿の獣が産声を轟かせた
忘却から空虚の合間を縫うように滲み出したその獣は
彼女が瞬きをするたびに大きく輝いて視界を侵食する
焦点を保たぬままで掴もうとして
彼女の脚は白雲母の如く刮げ落ち
腕は瀝青に変化して明るみを避けるように流れ出した
苦痛や悲嘆の翳りに苛まれなかったのは
それが自然なことと知っていたからだった
明確な意識が臥したときに双眸を捉えることができる
傍らで影になった獣は暗黙の知を静寂にゆだねて
彼女が向かうべき先のことに造詣が深いそぶりを見せた













辿り着いた場所はかつて此処が海だった痕跡を
波紋の広がる灰色の曇天に刻み続けていた
獣は彼女が携えた見窄らしい過去の余韻と臓物を飲下し
馨しさ漂う一声と共に閉ざされた太陽を大気へ還していく
残されている彼女の膿んだ瞳は頽廃した砂紋をなぞり
死化粧の人間たちの面影を撫でつけていく
耳へ蚕食してくる風が彼らの去り行く海と空の黎明を伝える
照らしだされた幻へ期待する言葉を投じようとしたその瞬間
彼女の呼吸は光の境界を舐めまわし躍りながら逃げだした
獣はやがて呼気と混ざりあい白と黒の飽和を透過していき
存在を行為していくのだろう
保ちうる可能性のすべてを喪失したと悟った彼女の瞳孔は
空を見ることだけを想い続けていた






































…あの儀式の後から途方もない時間をかけて
脅迫する両手を宥めるように洗い続けている

「もう誰もいないのだから」

忌まわしい囁きが喉から漏れ出そうな気配に
堪らず醜く咳き込んでいる
人間になろうとする自らの傲慢さに厭きて
その不可能性に困惑しながらも生きていく

日が夜を貫く頃には
自らの身体へ菊花を手向け
あの獣を弔うだろう

















むこう側に





末梢神経は珊瑚礁だろうね
分裂言語は杞憂なのさ





太陽の重さの中で生きる意味を掴む
激情は海となり何もかもが崩れ落ち
静かに積もる海底の塵になるだろう
世界には無数の穴と言葉を拒む真空
拭えない孤独は手を伸ばす夢を見る

眩しい曖昧の鮮やかな反射が失った光を透過した
黒が連れてきたその時に未来でも殺されるだろう
暗闇は血のように溢れて残酷にも優しさを満たす
視覚は認識の手前に転がった泥に沈んだ死の頭蓋
虚ろな瞳に絶句して水は反射だけの反応を起こす

追いつけないのがそれを視ることだと言って
本来の物が視えているとでも思っていたのか
私は跪き足元を掬われて喪失と逃げるだろう

衰弱の果てで時間は間隔を引き延ばす
騒ぐ人々の呼びかけは意味を成さない
瞬間の継続は浸食する眠りを牽引して
全ての足に絡みつき肥大化をしていく
欠如したものは欠如をもたずして
遅れる言葉の影を追いかけまわす







儚い眼差しで「生きろ」と言う
悲しげな瞳で「超えろ」と言う
強く美しい眼孔で「笑え」と言う

いつからか叫びになった不可能なAと
可能なA自身に限りなく似た矛盾Aは
Aたちの経験と一緒に破裂人間Aに湧く
1000年が1秒になる程の速度で
空の高みと地の底を流れていく

叶わぬそれを願いながらひとつの白紙に集めて
消しては描き歩いて飾る
消しては描き集めて飾る

落ちたものから拾ってきた記憶の言葉のまま
形が様々な手になって墓場を撫でるのだろう





狂気と理性の海岸　崖　飛ぶ　浮く
風と波は同じ音色　砂　泥濘　攫う
右耳から左耳貫通　口　頭蓋　逆流
鼻から歯列落ちる　胃　大腸　彼方
あ　月に落日　夜　卵　炎と蜃気楼
雲　太陽　青　雲　太陽　青
雲　太陽　白い　空って青いっけ？



ああ　そうだ！　そうだった！
紫陽花の蛞蝓よ
君は知っていたんだろう
全てが繋がっていく
魂の乱痴気騒ぎ
宇宙に飛び廻るは
紛れもなく君だということに

それと一緒に躯を転がし
それと一緒に躯を流した







真っ白に忘れることがもうひとつの道なら
それを決める記憶は何色にしようかなって
たとえば理解は鉄色の花緑青
たとえば夢幻は菖蒲の梅紫
たとえば黄朽葉色に哄笑して


ああ　やはり幻覚虫の影でした
幕の裏の劇場は水の如く満ちる空間そのものでした
溶けているのは無数の命でありまして
凝視できなかったのはただの自分自身でありました

こちらを覗いているあの見知らぬ眼は何ですか？
どうやら月の雨水のようですね

おやおや　誰かいませんかね？
お返事は鴉の鳴き声に混ざったようですよ












「空は美しい」
ここはむこう側だろうか
足下の負傷した鳥は蹲って死んでしまった
死に逝く鳥は私から見て死んだだけ
煙たく霞んだ脳が朦朧と呼吸をして
排泄物になった言葉が
誰にも逢ったことが無いように歩きだす




あちらから
















鏡を壊した者
大蛇に呑まれて溶かされた
鏡を奪った者
雌鶏に喰われて卵にされた
鏡を誤った者
豚に踏み潰され肉になった







無関係の日付より


美しい日
宇宙が落下した草原にて
強風に息が途絶えていた
孤独に佇む樹との語り部
見知らぬ村は何事もなく
墓標に寄り掛る菩薩像は
時間を委ねて頽廃したまま
震えを止めて物質に変わる


儚い日
地の皮にくちづけ
葉脈の一筋一筋は
緑の間を辿った光
水面の匂いを映す
鳶は青に照らされ
燕は銀にきらめき
蝶は繋いで融ける
雲雀のさえずりに
雄雉の駆けあしに
ひとつひとつの音




汚れの日
瀕死の猫に睨まれて
街灯で粧す鳩の糞に
鼠の城は膨れていた
腐敗の水に風は嘆く
鉄の隙間から襲われ
狂気は頭を獲り踊る




消えた日
風向きのままに流される人々は
閉ざした大海を往く帆船の如く
不可知に飛び込む者は笑われた
不確定に飛び立つ者は侮られた
陸地に立った傍観者が手を振る
帆船に立った傍観者が手を振る



数ヶ年前
川の少し上の町には小さな工場があった
頻繁に白濁した汚水が垂れ流されている
水と同じくらいの鈍い色をした魚が数匹
砂利を煙幕に変えているザリガニがこちらの動きを監視
小石の裏の湿気には不快な形をした名前を知らない生物



数ヶ月前
遠くの街の光が曇り空に反射する
流星を待ち望む孤独な夢想者の夜
地の回転に乗せられて斬り裂かれ
己の凍える呼吸とともに忘れ去る



数週間前
水が張られたばかりの場所は金色に変化する約束をした
足を突っ込むたびに蛭が吸い付き私の遺伝子を強奪する
熊の爪痕が残された大樹の葉が微風を慰めながら揺れる
影は水中にも長く縮み込むように降り注いでいくだろう




数日前
樹の皮の隙間道を水の音は進み
耳の奥のざわめきが束をほつれさせて
紋の海面を広がりに変えていく
イメージの重なりは類似から類似へと
ひとつの夜の中を歩いてみせる
脳内の世界は怖ろしいのだろうと言う




前日
並行して息を続けている子どもたちの声音
現在へ滑り降りてきた己自身の写像などは
目線の先の進路へ逆流して永遠に潰される









夏が終わった日



山で散々遊び疲れた子は積乱雲の心地よい熱気に急かされて、陽炎さながらに朦朧とする家に辿り着く。庭にある平たい笊には、塩まみれの梅干しがいつもと変わらず置いてあった。香りが口に広がって唾液に変わる。つまみ食いは暑い日の習慣だ。

靴につけてきた泥を玄関で入念に払い、生温い風を送り続ける扇風機へ向かう。
擦り切れて変色した畳に汗を染み込ませ寝転ぶと、黴びの生えた簾の間から蝉の声が届いた。
木立は雷鳴の警笛を待ちわびて、濃い緑をざわめかせる。

しばらくの間はこの家にひとりぼっちだろう。
安心した意識が、疲れに寄りかかった肉体を昼と夜の切替りに溶け込ませた。


落ちるような昼寝は目覚めの時に自我の場所を失う。
継続を確認する一瞬に、遠い過去から遠い未来に至る夢が、孤立して忘れられてしまった永遠の時間と場所のように、境界が不明なままでこの世界を狂おしく眺めている。





噎せ返るほどの土の匂いと空気の青さに大きな雨が通りすぎたことを知る。意識の袖を引張ったのは、夕餉を呼び寄せる甘辛い醤油の香りだった。酸化した古い油を纏った揚げ物と冷たいうどんは、いつも通り違和感なく胃を満たすだろう。
未だ覚醒しない頭は、階段下の物入れに置いてある湿気た花火を気にかけていた。



汗と皮脂でべたつく赤らんだ肌を蚊取り線香で燻し、夜の山々に潰されそうな暗い庭に出る。
喧しい蛙たちの声を押し返す牛蛙のひと際低い声。田んぼで迷っている蛍が、戸惑いそのもののように浮かび続ける。煩雑に置かれた植木の鉢底は崩壊し、隙の多い砂利にじわじわと領土を広げている。近くの川からは濁流の後の静けさが聴こえ、空には街の灯りに負けてしまった星が見えた。







水分が飽和している空気の影となった葉たちは、艶のある黒の袂で息を潜めていた。
仏花に占領されることが増えた水色の小さなポリバケツと、くすんで歪んだブリキのバケツ。抹香が付着しているピンク色の点火棒を仏壇から拝借した。


火をつけるから少し離れてろ。
湿った火薬特有の黒煙がその場で停滞して溜まっていく。遅れてきた緑と黄と鈍い鉛の赤色の光が夜を圧倒した。煙の端々が眼に飛び込んできては刺さり、瞼の裏では泪が次々と炸裂する。
淡々と燃える花火に照らされた手と、見上げた先にあるはずの顔の輪郭は無言で、その眩しさと煙の周辺で姿を消していた。確かなのは、煤が鼻の奥を傷つける鈍痛だった。






躊躇いがちに光は弱くなり、ブリキのバケツに張った水には燃え尽きた棒が浸されていく。
最後を飾る線香花火は、粘っこい涎のような灯火を垂らして、終了の合図を暗闇に散らしていた。
いつもと同じように、残った花火はまた来年にしようか。


蝉の鳴き声、通り雨、昼が微睡む延長線の、思い出が心中する場所に、花火の散光が照らしたものが、灰色の煙と記憶を残して消えていく。
バケツの水を覗き見れば、この夜は延々と繰り返されていくだろう。
あの子の思い出が失くなってしまっても、言葉は記憶を経験し続ける。











コメット通りの案内人




指をくわえて塵だらけで突っ立っている君！
街灯のところにいる君！そう君だ。
また随分と放っておかれたみたいだな。
ぎこちない振る舞いがそう物語っているよ。
そんなんだから大通りからはじき出されたんだろ？
なんなら傍観者の役でもやってみるかい？


このあたりも変わったんだ。昔は賑わっていたのにな。
金魚が主食の街だったのさ。手掴みでそのままね。
もちろん生でだ。魚か鳥の食事みたいだろ？
聞いたことないって？
そうか、今じゃ愛玩用らしいからな。


道ばたに転がっている抜け殻が気になるかい？
これはだな、時間が通った跡の残骸だ。
珍しくもないがね。なんだ見たことが無いのか？
毎度の事だが凄まじいものが観れるんだ。




別段決まった日はないんだけどな、朝日が昇る前に行われる祭りみたいなもんだ。
夜更け早々から、この大通りに人という人が集まってくる。太陽の光が股下をすり抜けにやってくるからそれを待つのさ。そうすると奴さんらは、唐突に何者かへ変わりたくなるらしいんだ。


その間ってのはもう、不規則な波の如くヒトヒトヒトが揺らぐばかりで酷いもんさ。
大人しくて静かならまだ可愛げがあるんだろうな。
だが実際は悲鳴やら怒号やら笑い声やらが渦巻いてだな。
そこは地獄絵図さながらの見苦しい光景になるのさ。
自分の意志で抜け出してくる奴なんざ滅多にいないな。


そうこうしているうちに、って言っても大した時間じゃないが、こんどは奴らの身体の上をほんの一瞬のうちに昆虫みてぇなもんが覆っちまうんだ。
ほんの一分足らずの出来事さ。騒がしい奴らのことだ、そんな最中だから気付いちゃいないのさ。





…ある奴の話では、………いや、聞いた話だよ。
白い視界が脳を支配して、その真ん中に小さい文字がみえるんだそうだ。
なんでも、書き残された最後の文字っていうものらしいんだが…。それを必死に書き写そうとすると、霧のように消失してしまうんだと。



ああ、それからもうひとつ。その日は決まって驟雨がある。この祭りの後片付けのためにやってくるって話だよ。転がりっぱなしの抜け殻はその雨で流れなかったものってわけだ。
大方、おかしな抵抗をしちまって雨からの逃亡を謀った所為だろうがな。殻が歪だと流れていかないんだ。
それみろ、もう腐ってやがる。畜生め。
おい、飢えていても漁るなよ？手が爛れるだけだぞ。




なんだ？祭りのなかに混ざってみたい様子じゃないか。
楽しげな饗宴を想像しているようだが、まあ残念なこった。寂しさを紛らわしたいだけだろ？嫌になっちまうのは明らかだぜ。人など愛すものか！って顔をしている君のことだからな。
…奴らはすぐにどっかへいっちまうからね。


抜け出す方法を知っているのかって？
そうだな、叫びを呼吸に変えるっていうことくらいか。
それだと抵抗することになるって？いやいや。
殻が残っちまっている奴らは、抵抗だけをする奴らだったってことよ。奴さん、なぜか来た道へ引き返そうとするのさ。骸だらけの場所へ行っちまうんだから助かるわきゃないのさ。
本当に抜け出したいのなら、覆われた一分間が向かう先を追ってみることだな。君の頭が凍結する前に、君自身の叫びを沈黙から救えばいいってわけだ。

この通りには人が虫の様に何度も集まるから心配ないさ。
期待しなくても近いうちに同じ光景がみれるだろうよ。







Fe2O3




君は君の運命が無くならないように、後生大事にとっておきたいみたいだね。それって、夕暮れに霞む孤独な公園にある遊具みたいなものなんだ。
何処からともなく集まってくる君みたいな子どもたちが、好き好きに走り回って傷を勲章に仕立てて、君自身がとっておいたものを君に上書きしながら、はりぼてになった家路につくのさ。
公園の遊具の前では、誰もが子どもになってしまうんだよ。



太陽は名残惜しく最後のひとときを燃やしてしまったんだ。君がいたはずの公園も、遊具も、次第に燃やされていくのさ。そして毎日毎日燃え尽きては、夜露でひっそりと復活しているんだよ。君は知らないだろうけれどね。だって、それを見ていたのは街灯にくっ付いた蛾の死骸くらいだからさ。
君は一体、誰と何を分かち合ったつもりでいたんだい？




生活の中で運命が屈辱を感じているのは君も薄々感じていたようだね。時間が時間らしく振る舞ってしまうと、べとべとについた汚れと脂が酸化し始めるんだ。
君が持っている運命の被膜へ飛び火していって、血に錆が生まれてしまう。そしていつの間にか大量の病原菌になっていくんだよ。
でもね、それに触れたがる好奇心旺盛で純粋な手が後を絶たないみたいでさ。知らず知らずのうちに身体を蝕んでしまって、目の届かぬところで腐食していくのさ。


君は錆に穢れない為に、運命の夢から醒めたつもりでいるのだろうね。それとも、気付かないようにいつまでも誤魔化していたいだけかな。だけどもう、君の腹にはしっかりと収まっているみたいだよ。
こんなにも残念な事実を君に伝えなくてはいけないってこと、ちょっとばかりは気が引けているんだ。公園で見知らぬ誰かと交わした約束を思い出せるなら、その覚悟で君のことを助けてやれたんだけどね。


















君の気に障るような、きな臭い話はここまでにしようか。
厄介な奴らが来る前に、この話を忘れないといけないよ。

どうにもこうにも、僕は運命ってのが好きじゃないんだ。
だって僕は、君の遊具の使い方を知らないんだからさ。












襞の影



覆いかぶせた
ざらざらする
シーツの上で
まぁるく死んだ
夕陽が逃げる


蝙蝠が飛び散った薄闇で
雨蛙が足を草に喩えたの


色づけられた
虹彩みたいな
シーツの上で
みんなが死んだ
追って飛ぶ夜


一回転するまえにはもう
あの顔を忘れてしまうよ



うずくまった
虚しさの上に
シーツを滑る
自分も死んでいく
時間が下がる


物質になるだけの者なら
探したりなんてしないよ


永遠の母から
外を覗きこむ
人と隣り合い
透けて死んでいく
世界が縮んだ


それほどの弱さでもなお
自分を守り保ってゆくよ






Detritus Nabla







私は必死で喚起される思考や感覚を廻っていた
拒絶している自由から臓物を引き摺り出し
反抗的な態度に己の残虐性を奮い立たせて
幻惑的な否定の呼気を胸いっぱいに溜めた


そんな私に比較できない君が訪ねてきてくれた
悲壮な感覚は喜悦で無いもの「だけ」ではない
苦痛の感覚は愉快で無いもの「だけ」ではない


忘却に忘れることができるならば
揺らぐ感覚にゆだねていけばいい
唇に溢れた砂の中で微かな呻き声を聴く
引き込まれぬように盗み聴くのは何者？


哲学に恋い焦がれた思考

横たわる地母神の黒い山から静寂が堕ちた
言葉のために　今日もまたあの夜が来たる


涅槃を渇望した魂の売女

木星に吹き荒ぶ暴風よりも激しく
私と貴方は甘えるために反抗する


悲しみと舞踊る運命喜劇

捩れる空虚からは存在が逃げたのさ
さらなる偽りの両手で待ち望もうか


微笑むマスクの楽観悲劇

光に抱かれた裏切りの時代が
僕の仮面に落ちてきたんだよ


退廃する空虚な夢想

やがては必ず向かう忘却を今に迎えるだけだ
自分自身を悼み慰めるだけで十分だろうから


破滅と同衾する諦観

存在の認識に建てられた寥々たる神殿
終わりと始まりは古の祈りでしかない


超現実に自殺する幻想

透明な外界との境界線で隔たりに口づけしよう
逓伝の空箱は宇宙の海を彷徨していくのだから


存在を消す人の可能性

星が煌めいた夜に瞳の水は攫われ心は波になる
洞は空に吊されて視界だけが遺されているのだ







-　　　………　　　-

浸食してきた私らしきものへ
それに耐える強さを証言せよ
生きることを知った愛は笑っている

塵芥を偲ぶ散光から絶え間のない砂の嘔吐が
音吐無き言葉の叫声を逆三角形の流路へ導く
生まれ変わる夢は海底へ積もりゆく懸濁物質

-　　　………　　　-









砂の粒




独りぼっちの遠い場所に時の手
人影の森羅万象へ想い馳せるは
静かな地面を傷つけないように
感嘆符が逆さまに降っていく日
疑問符は緑化の悪と等しくなる


私が私を説得させた時間の面会室は
心の箱庭に夜と昼を創って人を囲み
ストロボは意識へと知らぬを言って
鏡に映す私の顔を持続性から分断し
露わになった君が私に交代を告げる


真実の形に模造された理解の言葉が
混生する明確な存在と一線を越えて
踏み込んではならぬ私の領域へ歩み
完璧な黄斑から照射される愛ゆえに
私は君を殺してしまいたいと心する




記憶の滑車に隠れては橋を架け
不安定な映像を汲み上げる瞬間
一本綱のすべり台に君が落ちる
透明な地平の隅が消滅と書いて
偶然が私を同一性へ終了させた


言葉は水の如く空間に意味を注いで
綻びの痕を繕うように生き永らえる
満ち知らせぬ波紋に巻き上がる泥は
澄むを知るとき軌跡を抱いて沈殿し
深さの化石が火に欲情する夢を見る


砂漠の蜥蜴が燃える蜃気楼から
熔岩胞子のひと欠片を盗み取り
鋳造する原子たちを藍藻が啄む
私は君に偲び還り七変化の映日
悲しみは結晶の彼方で微笑んだ





Color Like a Ophelia






とこしえの月夜が波間に揺れ漂う小舟を照らす湖面にて、死体を乗せて影と解け合う櫂の漕ぎ手が、行く先を決めかねて幾夜も停泊している。
愛するが故に生まれた独占欲に微かな悦びを憶えた末に至る、贖罪の決断だった。
腐敗処理を施された美しい亡骸を惜しみながら水面に浮かべて、死が逆らえぬ力が骸に届けられるのを待つ。もう人間でいることはできないのだろう。
零れることを失った涙は暗闇で揺らぐ湖畔の草木の傍らで、頬を撫でて伝う空想に浸っている。炎天下の日に感じる吐き気と一緒に踊っている眩暈に忘れてきた夢は、飛び廻る羽虫の遊戯の破片が散っていく瞬間さながらに、捨てられた脆い存在の虚構と、うらびれた世界を見ている。
隠された神秘へと安らいでいく瞳は、いつまでもこちらを眺めようとしていた。






月明かりの揺蕩う視界は、裏側に隠れている鏡のような鈍色を剥き出しにしている。
滑らかな背徳を愉しむ愛の遺恨の産声が、触れるのも穢らわしく思わせる話し声と一緒に聴こえてくる。 きっと、世界では饐えた暁が呻いて、人間のおぞましさへ苦々しく響いているのでしょう。紺色の空へ沈んでいくあの人と瞳が合った気がして、狂気を滾らせる不快な泡沫に赤い躯をくねらせてみたの。遠い過去の光景を手繰るように解かれた糸が、孤独な私の運命であって欲しいと願っていたのよ。
でも、空の鏡に私が映されることはもう無いのね。
私が嫌悪の眼差しを向けている、暗澹たる灰色の雲が夜を濁らせる前に帰りなさい。






煙たい黄色に調和している海岸線と乳白色の砂浜の片隅に、打ち上げられたままの姿で置いてある小舟は、僕が生まれた頃から僕の身体の一部だったんだ。触ってみると、僕の指と舟の隙間にある空気が優しくなるのを感じるから、たぶん間違いないよ。
僕の大切なものは舟の中にしまってある貝殻に入れてあるんだ。下ろし立ての白色の洋服に皺が付かないよう慎重に扱うみたいにね。
人の息に勘違いするくらい静かな波の音に、僕を産んだのは一体誰なんだろう？って聴いてみようとしたんだけど、陸地へと船頭を向けたがる風たちに合図を送らなくちゃいけなかったから、僕はゆっくりと手を振ってみたんだよ。








死灰の愛



眼にぶつかり　耳にぶつかり　肌にぶつかる
出逢いにぶつかって破裂する
触れられぬ言葉　見えぬものと　愛すること

鳩尾の奥で湧き上がる心を塞ぐ
鼓動の内圧がどこかで響き合うのを感じる
耐えきれぬ強い圧力に唇を開く
口から流れた　吐き出された　見えぬまま

記憶から成る心臓がまだ身体に在る限り
感じたものを愛することができるだろう

雑多な生命が共にする時間　現実の地平を引き寄せて
抉り取り
実存の蜃気楼が見せつける　憐れに切望した儚さをも
突き刺し
無き者たちを跳躍してゆく光が
また生まれることを信じてゆく

薄暗く孤独な静寂が夜に成ってしまった場所で
外套を剥がれた裸体の壊れた熱を捧げていこう

在るものから　愛することが　言葉へ生まれる














Puzzle Reconstruction










　　　：　熱せられた金属に包まれたまま、冷たい奔流に投げ込まれたようだ。
　　　　　沈んでいくこの身体には、熱気の蒸発が叫びとなって染みついている。
　　　　　問いの問い自身による成り立ちは、その答えによる答えなのだろう。
　　　　　ああ！無理に汲み取ろうとするのはもうやめだ！













　　　：　相変らずわたしが貪欲なのは、わたしには何も無いからでしょうね。
　　　　　理解したら死んでしまうから、空虚にも自由にも飽きたわよ。
　　　　　理解したら死んでしまうから、飽きることにも飽きていくの。
　　　　　絶対じゃないから大切なもの。空虚と虚構あればこその行為なのよ。











　　　：　彼らが死ぬ時に初めて、隠された苦悩の幸せを知ることになるのだろう。
　　　　　己の事しか話すことができぬのなら尚更、その瞬間まで視ることはできない。
　　　　　太陽が夜も燃え続けているのは、明け方の金星だけが知っているのだろう。
　　　　　死は諦めるものではなく、単なる夜道の街灯になりたかっただけなのだ。













　　　：　命が尊いなんてそんな嘘を誰が吐いたのかしらね？
　　　　　全ての嘘が視えるときにも、わたしは独りで踊り狂うわ。
　　　　　わたしは、海の夢を疑り深く漂う亡霊みたいな女なのよ。
　　　　　逃げ出せぬように、わたし自身の自由にだけ縛られていたいのよ。












『そのことを知っているだけか？』

















『わたしにはそれだけで充分なのよ』











　　　：　静かに荒れ狂う予兆を含んだ現実が、夢に擬態している。
　　　　　明確すぎるが故に消失した悲しみは、透明な死の瞬間の直前に訪れるだろう。
　　　　　死に触れられた生が、死に説得される為に用意した時間の繋がりへ。
　　　　　そこに飛び込めるのなら、数万年後の明日は今に成り代われたのだろうか。













　　　：　歪んでしまったのは言葉なの？それともわたしなの？
　　　　　わたしが変われば、視えるものも変わっていくのでしょうね。
　　　　　わたしが秘めている多数のわたしとて、例外はないわ。
　　　　　両極を突き抜けた先に居た者は、誰かと同じ者だったのかしら？











　　　：　叶わないことを知るが故に願うのか。叶えようとするが故に望むのか。
　　　　　理想主義者は存在の危機の隣で永久に踊っていればよいのだ。
　　　　　夢想主義者は僅かな人間性の枕で骸と睡り続ければよいのだ。
　　　　　言葉が溢れてしまうのは、不確定な理想像が永遠を期待しているせいだろう。













　　　：　綺麗で穏やかなもの。こんなにも悲しいものが他にあるかしら。
　　　　　澄んだ空気が音を吸いとる、白い木漏れ陽と強い風は悲しいわ。
　　　　　夜の静かな星々の下で、何者にも成れぬことは悲しいわ。
　　　　　汲み尽くせず、視えもしない何かを想い続けることは悲しいわ。












『それでも求めていくのか？』

















『求めてしまうことを知っているからよ』










　　　：　認識した世界に対する継続の安寧のために、とでも言うのか。
　　　　　何者にも成れないということを、普遍とでも呼んでしまったのか。
　　　　　夜の暗いところでしかない者を、不在とでも呼んでしまったのか。
　　　　　それらが罪悪に駆られながら、言い訳がましくも明るみに売り渡したのだ。













　　　：　あなたの思考をわたしに移植してみましょうか。
　　　　　わたしはあまりにも人間的で穢れた感情で狂気になるでしょうね。
　　　　　わたしの思考をあなたに移植してみましょうか。
　　　　　あなたの知る限りで一番の、狂気的な鍵で開けてごらんなさいな。











　　　：　この眼に解釈が滞留する限りは、それに追いつけないだろう。
　　　　　照らされたそれを見たときには、既に通り過ぎた形跡だけしか残っていない。
　　　　　振り返ったときに写る影が、それの死だということを知っていたのか。
　　　　　時間に於いて、時間の中で、隔たりをさらに深めていくだけだろう。













　　　：　それは誰かの感情でもないし、それが誰かの感覚になることもないの。
　　　　　わたしはわたし。そんなふざけた言葉はいっそ捨ててしまう方がいいんだわ。
　　　　　そんなこと、わたしの知ったことじゃないのよ。
　　　　　自身の重さで沈んでしまう感情と、感覚の残り香らしき者を掬えばいい。












『それでも信じていくのか？』

















『それが在ることも知っているからよ』










　　　：　見えない壁を破壊するのは、ある意味で自分を殺すことなのだろう。
　　　　　生まれ変わるべき未来に対して、過去の自分を現在に賭けていく。
　　　　　過去の時間の救済は、その時間を生きてきた自分が行うことなのだろう。
　　　　　そのことに関しても時間は垂れ流しのまま、この教えだけを紡いでいく。













　　　：　何処へ行こうとも同じよ。世界は自身の原始星の谺の内部にあるの。
　　　　　それは、自身が世界の外部にいることと同じでもあるのよ。
　　　　　言葉の形に合わせて人間は液体化し、その中に答えも流れている。
　　　　　振動する大気の存在は根拠を必然とせずに、自由に変化をしていくんだわ。











　　　：　野放しの言葉が受け手の考えていることを意味できるのなら、
　　　　　何処かで似た、何処かの誰かが、同じような言葉でそれを言ってしまうだろう。
　　　　　共感や感動はその土壌でもある不安と放埒にでも甘えるしかないのだろう。
　　　　　所有物であって欲しいと願えば願うほど、その願望を反抗が捩じ伏せるのだ。













　　　：　行き場のない言葉は悲しみに明け暮れて、自身の影に追いすがったの。
　　　　　重すぎて眼窩に留まる涙と、身体が扱いきれずに強張ってしまう現れに。
　　　　　感覚を信じて幾度も落ちるのなら、また這い上がってくればいいのよ。
　　　　　切れた紐を何度も辿り、何度も飛んでみなさい。さあ、浸りきる前に逃げて！











『まだ生きようとしているのか？』

















『求める前にその答えは破綻しているわ』











　　　：　奈落を抜けた先が空だったのか。奈落と共に空へ堕ちただけなのか。
　　　　　即物的な自由はその大きさに比例して、束縛をさらに強くするのだろう。
　　　　　触れられる者や見ることができる者の、その実体における限界がそこにある。
　　　　　あらゆる思考たちは、第二の暁を待ちあぐねているのだろう。













　　　：　封じられた空間は暖まって膨張し、いつかと同じ爆発を繰り返すでしょうね。
　　　　　無知な絶対は、足下に伸びる影によって萎びてしまうのよ。
　　　　　もう遅いだなんてことは、いつまでも知らないままでいてちょうだい。
　　　　　過去を無駄だと感じなくなった瞬間、それこそ、おしまいなのだから。











　　　：　天を仰ぎ、両手を掲げた「ひとりの人間」は、広漠たる草原で膝から崩れ落ち、
　　　　　生の牢獄で死の太虚を抱いている「永遠の人間」に祈祷をした。
　　　　　その意識は遺灰の積もった産屋で復活の血を浴びるだろう。
　　　　　この血濡れた人間、風は素通りし雨にさえ拒絶され、太陽は炎で巻こうとする。













　　　：　高い空を自由に飛び回っていく、透明で鋭い鐘の音の魂よ。
　　　　　同郷の輩に響き、自然豊かな表情が正反射して、力強い呼吸となるの。
　　　　　人間は心や感覚を形に曝し尽くした後で、時間の傷跡になっていくわ。
　　　　　人間の悲しさを包み隠す喜びが、ときには人間そのものであるようにね。





























空に海を感じるように、海に空を感じる世界も、まだあることを忘れないでね
すべてを渦巻く大気が美しく清らかであることをあなたは知っているのだから












『悲しむべきことだろうね』

















『これはそういうものなのよ』








strike through






　何もなかったなどとわたしは言わない。
　脱力して放心している「あなた」は言う。

　見えているものをわたしは言わない。
　それでも意識を眠らせ「あなた」は言う。





　　　上流からきて磨かれた円い石を拾う
　　　人影のひとつから川へ平たい石を投じて遊ぶ音がしている
　　　不規則な動きが紋を広げて水に複写された空に乱れを残していく
　　　会話の合間の空白が人差し指に震えを与え始める
　　　数枚の艶やかな鉛色の枯葉がゆっくりと流れていった





午後の川辺にて




　　　周りには大小さまざまな人影が斜光の幻にまろんでいる
　　　千切れた雲が多い空と湿り気を感じない透明な時間帯
　　　地面に落ちる雲の梢が太陽の在り処を伝えている




　あなたが「あなた」で在ることに
　「わたし」はわたしである根拠を保っていた。




　　　あなたがわたしではないという恐怖に襲われた一方が頭を上げる
　　　わたしがあなたではないという狂気に囚われた一方が目を伏せる






　「わたし」は欲しいと言って、あなたの感覚を偽装する。
　黙すことに慣れた願望へ
　「わたし」は、おそらくと言った。

　「あなた」は解かると言って、わたしの共感に擬態する。
　見境なく喋り出す結語を
　「あなた」は、知らないと言った。



　　　埃や煤にまみれた棚から出した新しい蝋燭に息を吹き返していく炎を移す
　　　存在を外へ示す為だけにあるような小さな片開きの窓に内側から灯りをかざす
　　　窓に映り込んでいる部屋の絵画を本物を見ているように眺め続ける

　　　背後にいる一方が後退りして闇に溶けるように姿を消す
　　　窓辺にいる一方が振り返って笑顔を浮かべ蝋燭の炎を絨毯に垂らす





夜明け前の暗い部屋にて




　　　溜め息を漏らして疲れた身体を楽にさせるために腰を下ろす
　　　その姿が祈りの型に見えて焦りを感じたことに少しだけまごつく
　　　再び立ち上がって木屑と破れた紙片が置いてある暖炉へ急いで火を焼べる
　　　手に取ったマッチ箱には年代不明の掠れた文字が書かれている





　横たわった死者のように「見ないで」と訴える
　「わたし」に、もういないよと言った。

　立ち尽くす生者のように「見てくれ」と願った
　「あなた」は、いまだにいると言った。












grammaire universelle
de
voyant



Ⅰ


わたしね
生きているのはどこなのかなって
わたしね
砂と風に飛んでどこに行くのかな

意識の織目かな
肉体の裏かな
眼球の反対かな
心臓の奥かな
海はどこにあるのかな
空はどこにあるのかな
どこにいるのか分からないみたい

雨が降ったら
また落ちてくるね
ずっとずっと
また流れていくね


Ⅱ


[みんな]は「みんな生きているんだ」って言うよ
[みんな]は「生きている生きている」って言うよ
みんな[は]みんな[として]みんな[の中で]
「生きている」っていうことなのかな

でもね　沈黙が満ちると
 [みんな]は消えちゃうんだよ

わたしね
[みんな]って知らないよ

わたしね
[みんな]では無かったよ


Ⅲ


「関係性」と「可能性」と信じることはさ
関係性と可能性がありえないなら
そもそも存在すら無いだろうって

「書くこと」「見ること」「見られる」こと
たとえば書くことのできる言葉がね
自分にしか「見えない」としてもさ

不意に訪れてくる事象と瞬間にそれらが現われたなら
特定の対象っていう分断されたものは存在しないんだ

君が明確に意味を理解している必要はないから大丈夫だよ
でも君が思っている以上にとても大切なことでもあるんだ


Ⅳ


わたしね
それが無いならもう生きていけないって

わたしね
言葉を閉じ込めて殺さなくていい世界で

私のものなんか本当は何ひとつないこと
同じくらいに否定も肯定もしないままで
もう誰もいないんだなって思うこと
そうでしか恐怖を慰められないから

「足りない」っていうわたしの息で

言おうかな
でも言いたくないよ

言ったらさ
きっと終わりだから


Ⅴ


僕は寂しくて孤独な欲求を所有したくはないな
君を脅かしている理想と拒否を許せないからさ
知ることは取り返しのつかないことでもあるんだ
でも時が経てば知らずにいられないこともあるさ

そういうものだからこそって
僕は言うことができるのかな
それを知らなかったんだって
そんな時に従ってみようかな

どんなことを想いどんなものを見て
言葉を連れてきたのかの道を辿って

それが君自身のそのものの姿であるならばね
それが君自身の息で発せられたものならばね

永遠と口にしてもいいのかな
僕はそんな君の息を吸いたいんだよ


Ⅵ


わたしは僕をどうするつもりだろうね
互いの首を絞めあって溺れているんだ
言葉の過呼吸で胸が締めつけられるよ

その言葉はただの「言葉」なのさ
想像以上に「ただの言葉」なんだ

息苦しさにさ
こんなにも臆病になっていたんだよ

馬鹿みたいさ
いまだに生きるのが精いっぱいでね

言葉の「本当のこと」らしさに
執着をしているせいで怖いんだ

昨日の継続が今日だとはちっとも思っていないよ
明日もそんなふうに限りないものであるといいね














Latent to Yearn


語りが私であることはできないのだろう
不定形の秘密は関係性の後ろにある恐怖に脅され
懐疑に勝利した罪悪は浮遊する隙を穢す
感情と欲望の認識が崩壊する衝撃に驚愕していた


理性の強さに強奪されていく壊された偽の比喩
意味深な言葉はごみ箱へと投げ入れる
異邦の世界にある恐ろしいほどの正しさから
理由は幾らでも意志を引き連れてくる
矛盾の橋の欄干から私が持つわたしを放棄する


孤独な心を笑い者にしたくて学んでいた
何もかもが好きなのというなんという馬鹿馬鹿しさか
お喋りしたり涙しあったり悔しがったり
何もかもが好きなのというなんという精神の愚かさか
笑いあったり眠りあったり寝ころんだり


本質が漏れていることも知らず
憎んで恨み羨むことしかできず
遠い世界の光に理解だけが届いても
矛盾の欄干に私は置き去りにされる


本能が隠した理性で出生の異なる違う存在の首を撥ねる
理性が探した本能で関係性の自由を背にして絶対を殺す

誰の顔の判別もできないまま手を握られ人を掻き分け
膀胱の痛みを訴える惨めな汗が誤解と尿意を座らせる
狂気に委ねる剥き出しの心に普遍の兆しが命令する
私の涙をわたしが欲して死んだわたしをさらに殺す

命などとあなたが言うから魂がやってきてしまった
愛などとあなたが言うから死がやってきてしまった

盲目的な自己愛を止められないなら
不意の大奔流によって滅んでしまえ
私とあなたの呼吸が自由である為に

物語と想像が硝煙の霧の中を緩やかに歩み続ける
名を与えて失う前に心臓と沈黙を撃ち殺さないで
明るい標的は故郷の大気の違いに霞んで溝へ嵌る
対岸の発砲は生命の代替として行使し尽くされる
生きろと命令する楔の痕だけが真実を秘めて開く


言葉の矛盾で在るのならそれが適切を知ることはない
言葉の死者で在るのなら詩によって生かされるだろう










錯　乱














今でもあの死を隠しているなどと

そんなことは口が裂けても…





私の存在が世界にとっての邪魔者のように、私の孤独の運命に対し望まずして生きていく。

明瞭になることのない摂理が延々と保たれているのは、平坦さが大多数に正しさを定めているからだろう。

「そのようなものは
　　　存在すらしなかったのだ」

ぞんざいな扱いをされて、砕いて捨てられる。悲しみ、憎しみ、欲望、愛はばら撒かれていく。

輝きを思い出せなくなった彗星の去り際と終末に倣うように消滅していく。

彗星が放つ初めの言葉には、別れの言葉が既に組み込まれているようだった。






摩滅することのない永続する転写は、既に黒く塗り潰してある鉄蓋の中央へと消えない鉛を流し込み続ける。

幾多にもなる言葉の層が反撥するのを抑えるように腰を掛けて、記憶の版下の意味がいまだに捉えられないことを嘆く。


　　　　「私は問う」


そしてわたしは問答に騙され、どんな言葉が欲しいのかと反芻する。

私の中の誰が、いじらしい煌めきを覚えているのだろう。


　　　私は問いを反芻する。





はぐれた魂は回転する過渡期の如き白夜に、自転が母集団の速度を超える遠心力を持った灯台が投げる光の消失点を漂流して溶けていく。

偶然の結末となるであろうその延長線上には、意味作用と認識を別離させる為の機能を備えた剃刀がある。
落下防止の手綱は、結び目の大きさを誤っている。結び目に釣り合わぬ自らの身体とその空間に常に向かい合っていた。








どうにもならないことに対して、僅かばかりの否定だけが唯一感じられる。

生命が持つ背景の圧力に押し黙ってしまったように、怖れる心が嘔吐いて噛み切った舌の根の異様な断面から、幸せへの期待がマーブル状の胆液を蒸発させている。

私の心は涙が海と同じになることを拒むために、輝きを失した彗星の破片同様に結晶化して、輪廻の拒否へと解剖されていく。













あれやこれは言っただろうか。
孤独はいつまで黙らされるか。
沈黙の言葉は見てとれるのか。

対象は消失に向かいつつ、誰のものでもない点を落としていくのだろうか。

最期の犠牲はもうひとつの生き方として、私の心身へなり代わるのだろうか。

それが誰でもないのなら、このわたしですら誰でもないのだろう。





斜陽が遺していく影が、クリーム色に腐った壁へまた壁へ、不安に振れながらしがみつく。若い雀の柔らかなその身は、道の端へまた端へと私の視界を往復する。

眼に吸い寄せられてくる虫を払いのけながら、鬱陶しさにそのうち捉えて潰そうと心に誓うように、思考の内部で飛び回っている無定形の話を言葉の型に押し潰していく。

狂気と混乱が明確に違うのは、内部に存在している人間の数だった。混乱は常に私のもとにあり、狂気では私が追い出されている。

私が何を書いているのかを私が解る機会はもはや無くなった。それでもいいと思ってしまうのは、その意味が空虚に等しいものだからなのか。










詩の言葉を心に潜めて、それらで語れる術も理解している人は、もはや残りはしない。

いっそのこと所有欲を脇に抱え込み、記憶の波に流してしまおう。大きいほど欲望を掻き立て、泡立つ跡が強く残るだけだ。

理想の有無は、私の到底及ばない遠い世界としてそこにある。完全な出来事の破片の跳ね返り的な記憶として、至近距離に潜む。


理由すらもいずれ去ってしまうことに、私は呆然とするだろう。











「一体なんの意味になれる？」


あの時、あの命令に従って、
断続的な意識を永久に追放したままあちらへ行けばよかったのだ。

やたらと印象が鮮明に刻まれていく脳だろうとも、人など愛せないと言ってはいけなかった。

厭らしく傷つけられた心から血が漏れ出るのを予め防ぐため、どんな人であっても愛そう。














そうやって嘯いても
許してくれるだろうか？













「…お願いがあるの。」

もうなにも言わなくていいと、
言ってちょうだい。

言葉に変わって死ぬ前に、
わたしから言葉を奪わないで…。














「…ねぇ、お願いがあるの。」

どこまでも捨てられていく、
その意味にさせてちょうだい。

私なんてもうどうでもいいから、
その傷と狂気に埋葬して欲しい。




















こんな人間ですまなかった

だた一言だけ、そう思う。









書状侍者の独白





論理的思考と学問的知識と社会的思想と全体が与える個の位置善悪観と倫理観と道徳観と価値観と、人それぞれという喧しさ。言葉と意識と意味の過剰を無限に受けいれていく荒廃した景色。呑気な野次馬たちは今日も欺かれて、見ていると思う世界を視る。偽りに踏み潰されて整えられていく、血痰と糞まみれの平坦な道。心が揺れることは無に等しく、空気から滲み出すものも味気ない。枯れきって亀裂した映像が、地面に散らばる紙の上にへばりつく。




嵐を運ぶ潮風に乗った生臭い暗闇から両手が訪れる。
呼吸器が閉塞している土気色の生命にも詩情は残る。
感情には描かれない目的語の大群が大動脈弓を襲う。






生者の世界を死者が歩むとき、
それは心から疑うこともなく幸福だろうか
死者の世界を生者が歩むとき、
それは苦しさに満ちた悲しきことだろうか。

視ているものについて吃ってしまっても、
感じたままで語ること。
現れたものについて明確ではなくても、
自らを保つ真であること。


言葉を犯してしまうのなら全力で逃げる
空虚と無気力と恐怖を組み敷いて

己の魂は自慰をする















魂








我らは詩う
どうか　こちらを視ておくれと
空の瞳　まなざしが光の気化であったとしても

我らは詩う
どうか　かたちを刻んでおくれと
粘性の黒髪　僥倖の星の思い出になったとしても

我らは詩う
どうか　魂の極が欠けることの無きようにと
存在の胸　昇りゆくことが逆立ちになったとしても

我らは詩う
どうか　心の涙が深い色彩の氾濫であれと
風の背中　滲んだ暗闇が眠れる海だとしても

理の静脈　導きの御手が辿りゆくに倣い
どうか　永遠であるようにと

我らは詩おう
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